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◆比較的できている点 
○畳職人へのインタビューの様子を表した問題では、

次のような設問によく答えることができていました。 

○漢字を文の中で正しく使うことや文と文との意味の

つながりを考えて接続語を使うこと、ことわざの意味

を理解して自分の表現に用いることがよくできてい

ました。 

◆課題のある点 
○公衆電話について調べたことを報告する文章を書く問

題では、次のような条件に合わせた文章を書くことに

課題が見られました。 

○次の漢字を書く問題では、正答率が全国に比べ高か

った一方で、無解答率も高く、漢字の習熟度に個人差

があることが分かりました。 

「条件に合わせた文章を書く力」を伸ばすために、次のように取り組みます。 

低学年 中学年 高学年 

 文章を書くための基礎的な知識

の学習に力を入れていきます。 

〇主語・述語の関係を考えて 

書く。 

〇「 」や句読点を正しく使って 

書く。 

 説明文を中心に、要点を押さえ

た文章を書く学習を取り入れてい

きます。 

〇指定された言葉（キーワード）

を使って書く。 

〇文章を短くまとめる。 

 要旨をまとめ、簡潔に分かりや

すく書く学習を取り入れていきま

す。 

〇文を引用して書く。

〇指定された文字数の範囲で 

書く。 

・自分の理解が正しいかどうかを確認するに

は、どのように質問したらよいか。 

・相手が答えにくい様子の時に、質問者はどの

ように工夫したらよいか。

今後の具体的な指導改善のポイント

・ことわざ「習うより慣れよ」 

・２つの調査結果から言葉や文を取り上げて書く。 

・報告する文章にふさわしい表現で書く。 

・書き出しの言葉に続けて、４０字以上、７０字以

内にまとめて書く。 

・対象、限（らず）、関心 



◆比較的できている点 
○資料の特徴や傾向を関連づけて、その理由を記述

することがよくできていました。 

○加法と乗法の混合した整数と小数の計算が正確に

できていました。 

◆課題のある点 
○台形の、定義・性質の理解や、辺や角の大きさなどに着

目して図形を組み合わせることに課題が見られました。 

○示された除法の式が求めているものを選ぶ問題では、計

算式への理解に課題が見られました。 

今後の具体的な指導改善のポイント

「図形の定義や性質を理解し、正しく使う力」を伸ばすために、次のように取り組みます。 

低学年 中学年 高学年 

日常生活における様々な図形

に対する感覚を養う学習に力を

入れていきます。 

〇具体物に触れながら、図形を

理解させる。 

〇具体物を並べたり、敷き詰めた

りしながら性質を理解する。 

 図形についての基礎的な知識

の学習に力を入れていきます。 

〇定義や性質をしっかりと理解

し、説明できるようにする。 

 図形の定義や性質の理解を深

める学習を取り入れていきます。 

〇定義や性質を使いながら、問

題の解き方を説明する。

 どの学年においても、タブレット型パソコンを効果的に使い、図形の操作をしたり説明をしたりすることで、

具体物と抽象的な概念をつなげていきます。 

・水の使用量と人口の変化に関する２つのグラ

フから一人当たりの水の使用量について分か

ることを選び、選んだわけを書く。 

・４つの四角形の中から台形を選ぶ。 

・２つの合同な台形を組み合わせて 

できる形を選ぶ。（右図は正答の１つ） 

・リボン１ｍ分の代金を求める式１８０÷0.6 をも

とに、１８００÷６の式がリボン何ｍ分の代金を

求めているかを選ぶ。 

・６＋0.5×２



「話し合いの中で自らの考えをもち、深められる力」を伸ばすために、次のような取り組みをしていきます。 

低学年 中学年 高学年 

 教科の授業の中で話し合う学

習に力を入れていきます。 

〇少人数（２～３人）の話し合い

活動を多く取り、自分の考えを

伝えたり、相手の考えを聞いた

りする機会を増やす。 

 教科の授業の話し合う学習の

中で、様々な役割を経験させる学

習を取り入れていきます。 

〇班の中で司会者や発表者を立

てて話し合いをする機会を増

やす。 

 教科の授業の中で、話し合いの

内容を深める学習に力を入れて

いきます。 

〇自分の意見を明確にもち、相

手の意見と比べながら話し合

いをする機会を増やす。 

今後の具体的な取組について

◆本校のよかったところ

○「読書は好きですか」 

【結果】8 割以上の児童が肯定的に回答しました。また、他の質問からは、普段（月曜日から金曜日）から学 

校の授業時間以外に読書をしていたり、学校図書館や地域の図書館を利用したりしている児童が多 

いことも分かりました。 

【分かること】読書習慣が身に付いてきています。 

○「５年生までに受けた授業で、コンピュータなどの ICT をどの程度使用しましたか」 

【結果】毎日や週１回以上使用していると回答した児童が多く、全国平均と比べかなり高い結果となりました。 

【分かること】タブレット型パソコンなどの ICT 機器に触れる機会が多く、児童の学習に定着してきています。 

○「国語の授業の内容はよく分かる」 

【結果】約 9割の児童が当てはまるやどちらかといえば当てはまると回答しました。国語の調査結果でも、全 

国の平均を上回っている項目が多いことが分かりました。 

【分かること】児童の「分かる」という認識と、学力状況が一致しています。 

◆本校の課題と思われるところ

○ 「学級の友達との話し合う活動を通じて、自分の考えを深めたり、広げたりすることができていると思いますか」

「５年生までに受けた授業では、課題の解決に向けて、自分で考え、自分から取り組んでいたと思いますか」

【結果】肯定的に回答した児童の割合が全国平均に比べ低い結果となりました。自発的に学習や生活の目 

標を立てて活動することや、話し合いを基に自分の考えを深めたり、実行したりすることに苦手意識 

を感じている児童が多いことが分かりました。 

【分かること】課題に対し自分から取り組むことや、話し合い活動によって解決することに自信がもてるよう 

にしていく必要があります。 

○「人が困っているときは、進んで助けていますか」 「人の役に立つ人間になりたいと思いますか」 

【結果】肯定的に回答した児童の割合が全国平均に比べて低い結果となりました。その他の規範意識に関 

する設問への回答からも、規範に対する意識がやや低いことが分かりました。 

【分かること】ルールやモラルに対する認識を改善する必要があります。 



多くの本に触れ、読書を

楽しみましょう。

有鹿小学校の子どもたちは読書が大

好きです。読書をすることは、国語

だけでなくすべての学力につなが

り、創造力や集中力が高まります。 

自分で考え、取り組む機

会を増やしましょう。 

自分で考えて決め、工夫して取り組む

機会を増やすことで、粘り強さや挑戦

する気持ちが養われます。

お子さんの夢や目標を応

援しましょう。

きまりを守る大切さを話

し合いましょう。 

夢や目標をについて語り合い、それ

に向かう気持ちをもつことで生活が

充実し、継続的に努力する力につな

がります。 

家庭や学校、社会のきまりをしっか

り守ることができるよう、意義や現

状についてぜひ話し合ってみてくだ

さい。

将来の夢や目標を持っていますか。 
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読書は好きですか。

難しいことでも、失敗を恐れないで 

挑戦していますか。

学校のきまりを守っていますか。






